
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成２６年１１月３０日（日）14：00～16：40  

（受付１３：３０～１３：５０）  

場  所：キャンパス・イノベーションセンター東京  1 階国際会議室  

     港区芝浦３－３－６  （ＪＲ田町駅芝浦口徒歩１分）  

参加費：１，０００円（資料代他）  

定  員：１００名  

申込み：①氏名  ②住所  ③連絡先（電話番号）  

    e-mail又はFaxにて下記へお申込み下さい。  

     e-mail：chery39jp@yahoo.co.jp  

          Fax ：０２３７ -８７ -１６１７  

    アルカディア街道ＩＢ倶楽部事務局大沼宛  

申込み締切：平成２６年１１月１７日（先着順）    （定員になり次第締切ります）  

主  催：アルカディア街道ＩＢ倶楽部   

後  援：山形県   
 

 

《プログラム》 

14：00～14：10 あいさつ 錦 啓（アルカディア街道ＩＢ倶楽部会長） 

14：10～15：10 基調講演 

「今、イザベラ・バードがおもしろい！ 

     ～世界の足跡を辿って～」  

高畑 美代子氏（日本英学史学会員） 

訳書：「チベット人の中で」 

「イザベラ・バード/カナダ・アメリカ紀行」等  

15：20～16：40 パネルディスカッション 

「アルカディア街道の 

魅力を語る」 

 

コーディネーター： 

渋谷 光夫（IB 倶楽部副会長、 

東北文教大学客員教授） 

〈パネラー〉 

福田 徳郎氏（元朝日新聞社写真部長  

旅のペンクラブ会員） 

金沢 正脩氏（紀行エッセイスト、古道ウォーカー） 

佐藤洋詩恵氏（山形県女将会会長、 

上山温泉日本の宿古窯女将） 

錦   啓 （IB 倶楽部会長、元山形県立博物館館長）       

 －やまがた社会貢献基金助成事業－ 

―――やややまままがががたたたアアアルルルカカカデデディィィアアア街街街道道道ののの魅魅魅力力力－－－   

英国の女性旅行家イザベラ・バードが、山形を訪れたのは 1978（明治 11）年である。
「日本奥地紀行」で米沢盆地を「東洋の桃源郷・アルカディア」と称賛した。それから 136
年。この間に、彼女が目にした日本奥地の自然や景観、風俗や文化は、みるみる姿を消し
た。その中にあって山形県は、当時の様子や面影をもっとも色濃く残しており、ＩＢ倶楽
部ではバードの足跡「アルカディア街道 散策マップ」を作成した。 
本シンポジウムでは、バードの紀行と現在はどう繋がっているのか、山形の人々はバー

ドをどうもてなしたのか。それらを探求し、未来にどう生かしたらよいかを考える機会に
なればと思っている。参加をお待ちしています。 
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★申込み・お問い合わせ 

アルカディア街道ＩＢ倶楽部 行 

Fax ０２３７－８７－１６１７ 

E-Mail chery39jp@yahoo.co.jp 

 

出席者 

氏名 住所 連絡先（日中の連絡先） 

 〒  

 〒  

 〒  

 

  以上 参加申し込みます。 
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